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遠心管内培養系において軟骨基質は，著明な ALPase活性および 1α ， 25 (OH)2 ビタミン D3受容体
レベルの上昇(それぞれ培養開始時の100倍および22倍)に伴って石灰化した。これに対して，プラス




次に，軟骨細胞の分化機能の発現を制御する各種の因子の影響を検討した。 5 -bromodeoxyuridine 
は，遠心管内培養系において，細胞の対数増殖期に添加すると，細胞増殖に影響することなく，ウロン
酸量， ALPase活J性および組織内カルシウム (Ca) 含量の増加を抑制した。また，すでに増殖を終えて
成熟した軟骨細胞培養系を低濃度 (1 %-0.3%) の血清含有培地で維持すると，以後の ALPase1舌d性お
よび組織内 Ca含量の増加は見られなかった。すなわち，成長軟骨細胞の肥大化および石灰化には血清













カンや，軟骨に特有の E型及び70kd低分子コラーゲンを産出しつつ開発に増殖すること， 2) in 
VIVOのレベルに匹敵する程の著明なアルカリホスファターゼ活性及び 1α ， 25 (0 H)2 ビタミン D3受
容体レベルの上昇を伴う石灰化を起こす細胞に分化することが明らかとなった。
以上のように岩本容泰君の論文は，従来困難であった軟骨細胞分化の最終段階及び軟骨基質石灰化を
初めてin vitro で、証明した優れた業績であり，歯学博士の学位請求に十分，値するものと認める。
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